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研究成果の概要（和文）：身体に明らかな病気の症状がないにもかかわらず，痛みなどの身体の異変を訴える身
体症状症は，実際には相当数の症例が存在し，ある種の心理療法が有効であることが知られている．しかしなが
ら，その詳細なメカニズムは十分に理解されていない．そこで本研究では，症状の発生に深く関与する3つの要
因，すなわち，身体レベルの自律神経予測処理機能，内受容感覚の正確さ，思考の歪みに着目し，詳細な検討を
行った．その結果，実際の気圧変動状況だけでなく，それを予測しただけの状況においても，自律神経活動には
同様の変化が見られ，それらの程度は内受容感覚，身体症状症特性，思考の歪みの程度などと部分的な関連があ
ることが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：Somatic symptoms disorder, in which patients complain of pain and other 
physical symptoms even though there are no obvious symptoms of physical disease, actually occurs in 
a considerable number of cases, and certain types of psychotherapy are found to be effective. 
However, the mechanisms underlying their symptoms are not fully understood. In the present study, we
 focused on three factors highly involved in the occurrence of symptoms: predictive autonomic 
nervous functions at the body level, interoceptive accuracy, and distortion of thought, and examined
 them in detail. The results showed that similar changes in autonomic nervous activities were 
observed not only in the situation of actual atmospheric pressure fluctuations, but also in the 
situation of merely predicting them, and that the degrees of those changes were partially associated
 with interoception, somatic symptom characteristics and the degree of distortion of thought.

研究分野： 認知神経科学

キーワード： 身体症状症　自律神経予測処理　内受容感覚　不安障害　感情

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果から，身体症状症には，自律神経活動の変動特性が関与し，それが内受容感覚や特有の認知特性と
も関連することが明らかになった．身体症状症を一病態とし捉えることは困難であり，身体特性や内受容感覚の
観点からいくつかのパターンに分類されることも示された．さらに，一部の症例では，身体の生理機能が予測的
な思考のみによって変化しており，身体化の背景にこうした予測的な認知処理も関与していることが示唆され
た．本研究の成果は，各個人にどのようなセラピ－が有効であるかを事前に予測する観点を提供するものであ
り，今後，身体症状症の下位分類を実現する上でも重要な示唆を与えるものと期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 

近年の脳画像技術の発展に伴い，心理学・認知神経科学・精神医学などの領域において，さま

ざまな研究が実施され，多くの事実が明らかにされてきた．特に感情の障害となる側面について

は，不安・うつ・パニックといった，比較的発生頻度の高い精神症状の背景にあるメカニズムの

研究が進み，これらの症状に関連する神経基盤の詳細が明らかにされてきた．研究代表者も，こ

れまで複数のプロジェクト研究において，こうした問題に取り組んできたが，それらの成果から

徐々に明らかになってきた事実は，不安やうつといった精神症状には，予想以上に身体状態の把

握や制御が強く関わっているということであった．そこで，以前のプロジェクト研究においては，

感情の神経メカニズムを探る際，脳活動の計測とともに，心拍や血圧といった身体における自律

神経反応の計測を同時に行ってきた．その結果として具体的に明らかになったことは，不安やう

つの症状と関連して生じる神経ネットワークの異常性は，身体における自律神経反応の異常性

と関連しているという点であった．これらの研究から，精神症状のメカニズムを詳細に調べる際

には，「心－脳－身体」という三方向から統合的に理解しようとする試みが重要であることが見

えてきた．そして，この三者関係のフレームワークを用いることで，これまであまり解明が進ん

でいない精神疾患にも迫ることができる可能性が高まってきた．そのひとつの疾患が，「身体症

状症 (somatic symptom disorder)」である．身体症状症は，DSM-5 で新たに提案された病態概念

であり，以前は「身体表現性障害 (somatoform disorders)」と呼ばれていた．この疾患は，下位分

類として，身体症状症，病気不安症，変換症/転換性障害，作為症/虚偽性障害などが規定され，

いずれも身体症状に対する思考，不安，行動を中核とする精神症状が関与する．これまでの精神

医学的な観点では，病前性格として，頑固さ，プライドの高さ，内省的，高い自己愛性などが関

与し，症状の改善には，認知行動療法などの方法が効果的であるとされている．しかしながら，

病態および症状緩和の背景にある詳細なメカニズムは十分に明らかになっておらず，この症状

を呈する患者が受診する精神神経科，心療内科，脳神経内科，いずれの領域においても，詳細が

まだ不明瞭な疾患として位置づけられている． 

 

２．研究の目的 

 

そこで本研究では，身体症状症の病態を詳しく調べるため，複数の心理課題および生理計測手

法を用いた検討を行った．本研究で着目するのは，1) 身体レベルの自律神経処理機能，2) 内受

容感覚の正確さ，3) 認知機能の歪みの 3 つの要因である．実際に，これらの要因が複雑に絡み

合っているとすれば，自律神経および内受容感覚に働きかける心理療法や，思考の歪みを補正す

るような認知行動療法が，ある程度効果を発揮することも理解できる．しかしながら，現状のま

までは，症状および症状緩和について部分的に理解したことにしかならず，病態の全体像の把握，

およびメカニズムの解明には至らず，症状緩和に決定的な方法論の構築ができない．本研究では，

まず健常者を対象としたデータ解析を行い，次に身体症状症の実験データを取得し，それを健常

者のデータと比較検討する．これまでの研究から，本研究で取り上げる要因については，個人差

が大きいことも把握できているため，個人差の要因を十分に考慮した上で，身体症状症の理解を

深めることを目的とした研究を実施した． 

 



３．研究の方法 

 

本研究では，上述の 3 つの要因について詳細に調べるため，複数の心理課題を用いた検討を行

った．まず，1)の自律神経の予測処理機能について調べるため，本研究では気圧カプセルを使用

して，気圧変動に伴う自律神経反応の程度を個人レベルで検討した．自律神経反応の検査法とし

ては，バルサルバ法などが知られているが，これらの既存の方法では，自律神経活動が変化する

状況であることを自身が認識できてしまうため，その予測事態が自律神経反応に影響を及ぼし

かねない．そこで我々は身体の状態の変化を予測できない状況下で自律神経変動を生じさせる

ために，気圧カプセルを用いた計測を行った．その際，実際の気圧変化だけでなく，予測的な気

圧変化を調べられるような工夫を施した．2)の内受容感覚の正確さについては，心拍のカウンテ

ィング課題を用いて，各個人のスコアを算出した．さらに，3)の認知機能の歪みについては，結

論を急ぐ傾向性を中心に検討した．さらに，各個人のうつ・不安特性，身体症状症傾向，内受容

感覚，痛み感受性，身体増幅傾向，アレキシサイミア傾向などについて，複数の質問紙を用いて

調べた． 

 

４．研究成果 

 

 まず，気圧変化に伴う自律神経の変動については，詳細な分析を実施した結果，全体的な傾向

として，気圧低下に伴う血圧上昇，および気圧上昇に伴う血圧低下が見られたものの，個人差が

大きく，実際には，5 つの変化パターンを示すことが明らかになった．また，気圧変化すること

が予測できる場合には，実際の気圧変動がないにもかかわらず，予測的な自律神経反応を示す個

人が含まれていた．全体的には，身体症状症傾向は，うつや不安の特性と有意な相関を示してお

り，気圧変化に伴う血圧の変動も，これらの要因によって説明できる部分も含まれていた．身体

感覚増幅尺度や痛み破局化の程度と自律神経の活動にも多くの指標に関連が見られた．さらに，

上述の 5 つの変化パターン別にみても，自律神経反応や内受容感覚に違いが見られており，現在

も詳細な分析を継続している．健常者と患者の間には，連続的な数値を示す要素もあれば，両者

に大きな違いを示す要素もあるため，それらを考慮したモデルベースの分析を今後実施する予

定である．現時点においては，結論を急ぐ傾向性については，顕著な傾向は見られていないが，

パターン別分析については，さらに検討の余地があるため，この点についても今後検討を進める． 
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